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2025/12/31 2026/6/30 2026/7/17
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 50,339.48 70,062.32 64,141.12 72,831.73 2026/6/22 30,487.67 2023/10/4
NYダウ ﾄﾞﾙ 48,063.29 52,319.20 52,146.42 53,289.30 2026/7/7 32,327.20 2023/10/27
円/ﾄﾞﾙ 円 156.71 162.55 162.40 162.84 2026/7/1 138.07 2023/7/28
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今週の日本株市場は、中東情勢を巡る不透明感が下押し要因となるも、日米企業の業績への期待がプラスに働き堅調に推移すると

みます。

イラン戦争を巡り、米国とイランによる攻撃の応酬が続く中で、複数の米国人が犠牲になったことで、米国による攻撃が一段と激

しさを増す可能性が高まっています。また、イランがイエメンの親イラン組織フーシに紅海の封鎖を要請して対米圧力を強めたこ

とに加え、フーシはサウジアラビアに対して紅海の海上封鎖を宣言しました。中東全域に地政学的リスクが波及する可能性が高ま

る中、中東情勢を巡る不透明感は、株価の下押し材料として働くとみます。一方、今週は米国において4-6月期決算発表が本格化

しますが、大手ハイテク関連企業中心に好調な業績が示されるとの期待は維持されています。週後半には国内の半導体関連銘柄の

決算発表も予定されており、これらの決算が良好な内容となれば、足元まで軟調に推移してきたAI・半導体関連銘柄への見直し買

いにつながり、株価は堅調さを取り戻すとみます。その他の注目材料として、日本では22日の貿易収支、米国では24日の製造業/

サービス業PMI、欧州では23日の消費者信頼感指数、24日の製造業/サービス業PMI、ドイツでは21日のZEW期待指数などが挙

げられます。

～ 中東情勢を巡る不透明感が下押し要因となるも、

日米企業の業績への期待がプラスに働き堅調に推移 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するものではあ

りません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過去の実

績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定はお客様ご自

身の判断でなさるようにお願いいたします。
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（注）チャートは過去1年

週刊日本株レポート （7/21～7/24）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

商号等 ：朝日ライフ アセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人資産運用業協会

先週の日本株市場は、日経平均が▲4,416.61円（▲6.44％）、TOPIXが▲116.87ポイント（▲2.90％）となり、中東情勢やAI

（人工知能）・半導体関連銘柄に対する懸念の高まりから下落しました。業種別でみると、海運業、パルプ・紙、鉄鋼などの18業

種が上昇した一方、非鉄金属、金属製品、電気機器などの15業種が下落しました。

13日は、前日にイランの革命防衛隊がホルムズ海峡を再封鎖し、船舶の通行を禁止したことを受けて原油価格が上昇したことや、

半導体銘柄のウエイトが高い韓国株市場が大幅に下落したことなどが重荷となり、下落しました。14日は、原油高や韓国株市場の

下落が一服したことなどが好感され、反発しました。15日は、オランダの半導体製造装置大手ASMLが市場予想を上回る今期見通

しを発表したことを受けて、AI・半導体関連の先行き懸念が後退したため、続伸しました。16日は、前日のSOX（フィラデルフィ

ア半導体株）指数が下落したことや、中国国内の半導体メモリー大手がIPO（新規株式公開）を実施して生産能力の拡大を図ると発

表したことなどが嫌気され、反落しました。17日は、引き続きAI・半導体関連銘柄への売り圧力が強い展開となる中、米国とイラ

ンによる攻撃の応酬が重荷となり、続落して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 中東情勢やAI・半導体関連銘柄に対する懸念の高まりから下落 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 中東情勢を巡る不透明感が下押し要因となるも、

日米企業の業績への期待がプラスに働き堅調に推移 ～

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回

7月21日 Tue ドイツ ZEW期待指数 7月 10.5
日本 貿易収支 6月 ▲3,918億円
欧州 ECB（欧州中央銀行）金融政策会合（7月23日まで）

7月23日 Thu 欧州 消費者信頼感指数 7月 ▲17.7
日本 CPI（全国消費者物価指数）（除生鮮/前年比） 6月 +1.4%

製造業PMI（購買担当者景気指数） 7月 51.4
サービス業PMI 7月 49.4
製造業PMI 7月 53.9
サービス業PMI 7月 51.2
新築住宅販売件数 6月 +58万件

決算発表予定　他 国内 決算発表　：

決算発表予定　他 海外 決算発表　：

7/21　ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽ､MSCI､ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼｭﾜﾌﾞ､ﾉｰｽﾛｯﾌﾟ､ｾﾞﾈﾗﾙ･ﾓｰﾀｰｽﾞ､ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ﾌﾞﾛｰｶｰｽﾞ､ｷｬﾋﾟﾀﾙ･ﾜﾝ､ﾁｬﾌﾞ　7/22
ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾓﾘｽ､CMEｸﾞﾙｰﾌﾟ､AT&T､ﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞ､IBM､ｸﾗｳﾝ･ｷｬｯｽﾙ､ｻｰﾋﾞｽﾅｳ､TI､ﾃｽﾗ､ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ　7/23　ﾈｽﾚ､ｳﾆｸﾚﾃﾞｨ
ﾄ､BNPﾊﾟﾘﾊﾞ､ﾄﾀﾙｴﾅｼﾞｰｽﾞ､STﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ､ﾌﾞﾗｯｸｽﾄｰﾝ､RTX､ﾛｯｷｰﾄﾞ､ﾊﾈｳｪﾙ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ､Tﾓﾊﾞｲﾙ､ｺﾑｷｬｽﾄ､ｲ
ﾝﾌｫｼｽ､ﾅｽﾀﾞｯｸ､SAP､ｲﾝﾃﾙ　7/24　ﾌｫﾙｸｽﾜｰｹﾞﾝ､ﾍﾞﾗｲｿﾞﾝ､ｱﾒｯｸｽ

7/22　ｵｰﾋﾞｯｸ　7/23 ﾃﾞｨｽｺ　7/24　信越化学､中外製薬
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